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地域の方々と一緒に
散策して作ったマップです

　地域に残る文化財の魅力を知り、実際に歩いて再発
見しようという目的で、令和5年5月20日（土）と27
日（土）に「文化財マップ作りワークショップ　須玖の
歴史を知ろう！伝えよう！」を開催しました。
　１回目は、講師の話を聞き、実際に地域の文化財を
見て回るフィールドワークを行いました。
　2回目は、フィールドワークで感じたことや気づいたこ
と、参加者同士で懐かしい昔話をしながら、マップ作
りを行いました。
　ぜひ皆さんもこのマップで、須玖を散策してみてくだ
さい。

▲フィールドワークの様子

▲マップ作りの様子

旧須玖村の埋蔵文化財

　須玖村の範囲には、数多くの遺跡があります。
　弥生時代の遺跡では、須玖岡本遺跡岡本地区で、
青銅鏡など多くの副葬品を持った奴国王墓が発見
されました。また、須玖岡本遺跡坂本地区や須玖永
田A遺跡、須玖坂本B遺跡では、青銅器やガラス製
品を生産するための工房跡や道具などが発見され
ています。
　古墳時代の遺跡では、5世紀末頃の野藤１号墳が
見つかりました。墳丘は、開墾によって削られていま
したが、周溝からは、円筒埴輪が見つかりました。

須玖村について

　春日市は、かつて那珂郡の一
部であった５村が合併し、発足し
ました。その一つである「須玖村
」は、春日市域の北部に位置し
ています。
　須玖村には９３の地名があり、
その数は他の４つの村を上回り
ます。

須玖村

小倉村

春日村

上白水村

下白水村

▲春日市に属する旧村

春日市の歩み

明治22（1889）年　
那珂郡５村→春日村

昭和28（1953）年　
春日町（町制施行）

昭和47（1972）年　
春日市（市制施行）

▲奴国王墓（イメージ図）

▲青銅器やガラス製品を
作るための道具

▲野藤１号墳の円筒埴輪

須玖の歴史を
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春日北小学校

須玖北公民館

須玖小学校

須玖地区の文化財マップ
散策しよう！
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至　岡本交差点→
須玖交差点

明治中期、熱や風邪、肺炎に効く
「起生散」を創薬した朔元亮の
碑がある。

鬼倉家の古墓がある

ここに公会堂
（旧公民館）があった

戦後、木製の
火の見やぐらが立っていた

消防のポンプ小屋があった

住宅地の裏路地にある
畑向こうのビワの木が目印！

奴国王墓
な こ く お う ぼ

スタート！

ゴール！

川の流れに注目！
那珂川市から流れる
川久保川沿いに
神社がある。

野藤１号墳
の ふ じ

由来は不明だが、「子ども
の観音さま」と言われてい
る。石造観世音菩薩像が
安置されている。

須玖観音堂

⑦

す ぐ か ん の ん ど う

道案内の神として信仰されていた。現在は、神社境内で
拝まれている。

庚申塔(猿田彦大神)

中の宮上の宮 下の宮

創建年代は不明。上の宮と同じ
く菅原道真公を祭っている。

老松神社（中の宮） 神社
おいまつじんじゃ 　な か の み や

①

海神三神を祭っている。境内には
県の天然記念物である「ナギの
木」がある。

住吉神社（下の宮） 神社

②

すみよ し じ ん じ ゃ し も の み や

昭和38（1963）年に県の天然記
念物に指定。葉脈が縦に伸び、切
れにくいことから「チカラシバ」とも
呼ばれ、市の木にもなっている。

市の木「ナギの木」　

天保９（１８３８）年に、京都の伏見稲
荷大社から勧請。筑前国を代表する
絵師が描いた絵馬が残っており、「絵
馬の博物館」といわれている。

白川伯王益寿稲荷神社 神社

④

しらかわ は く お う え き じ ゅ い な り じ ん じ ゃ

創建年代は不明。埴安命（農業の
神）が祭られている。神殿はなく、石
碑のみが残っている。

地録天神 神社

⑤　

ち ろ く て ん じ ん

は に や す の み こ と
マ マ

浄土宗復興のために妙円寺の住
職が小倉村に造営した。火災に遭
い焼失したが、享保９（１７２４）年に
須玖村に再建された。

智願山深廣院　無量寺 寺院

⑥

左手に宝珠を持った
地蔵菩薩像がある。

ち が ん ざ ん し ん こ う い ん 　 む り ょ う じ

菅原道真公を祭っている。拝殿には
かつて白馬(雨払い)と黒馬(雨乞い)
の絵馬が奉納されていた。

老松神社（上の宮） 神社

⑧

おいまつ じ ん じ ゃ か み の み や

上の宮の境内にある。干ばつ被害
が多かった須玖村に水路を開発し、
農業治水に尽力した庄屋、武末新
兵衛の功績を称える顕彰碑。

武末新兵衛顕彰碑
た け す え し ん べ え け ん し ょ う ひ

モッコクの木(神木)の根元に
ある。子どもの足のけがを治
してくれる神様として信仰さ
れている。

虚空蔵菩薩「こくんぞさま」

③

こ く う ぞ う ぼ さ つ

こ う し ん と う
さるたひこおおかみ
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